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株式会社ぱど

代表取締役社長 倉橋 泰

（東京証券取引所JASDAQ 証券コード4833）
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ハイライト

1. 上半期累計で営業利益黒字化達成

2. 下半期はメディア事業利益体質化
に加えて、人材事業の拡大に注力

3. 来期以降を見据えたシステム投資
強化、PR活動強化
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第2四半期決算概要
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業績ハイライト

営業強化・グループ全体大型プレゼント企画・求人反響コミット企画
などの売上強化策が功を奏し、第2四半期で大きな営業利益を出す
ことに成功、累計でも営業利益黒字化に。

平成28年度
第2四半期

平成29年度
第2四半期

増減額 増減率

売上高 3,415 3,418 2 0.1％

売上総利益 1,333 1,501 168 12.6％

販管費 1,507 1,494 -12 -0.8％

営業利益（損失） -174 6 181 -

経常利益（損失） -160 6 166 -

当期純利益 -169 -10 159 -

(単位：百万円)
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業績ハイライト（補足）

上半期営業利益黒字化の要因：

（売上面）

・4月から開始した営業行動徹底文化の定着
・グループ全体大型プレゼント企画実施
・求人反響コミット企画実施、クライアントからの

好反応

（コスト面）

・販管費の管理体制強化によるコスト削減
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連結貸借対照表(要約)

資産の部 平成28年度
平成29年度
第2四半期

増減
負債・

資本の部
平成28年度

平成29年度
第2四半期

増減

流動資産 3,282 3,088 -194 流動負債 1,877 1,798 -79

固定資産 229 265 35 固定負債 566 493 -73

負債合計 2,444 2,291 -153

株主資本 1,010 1,000 -10

純資産合計 1,067 1,061 -5

資産合計 3,512 3,353 -158
負債純資産
合計

3,512 3,353 -158
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第3四半期以降について
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ぱど成長戦略アクション（第3四半期）

好調な“ターゲット媒体”創刊・拡大
内容企画×配布企画で価値向上
富裕層向け
DM型送付

ママ向け
幼稚園保育園配布

シニア向け
一戸建て配布
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ぱど成長戦略アクション（第3四半期）

人財派遣・紹介事業の拡大

好調な滑り出しで既存メディア事業
とのシナジー効果大
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ぱど成長戦略アクション（第3四半期）

PR活動強化によるパブリシティ獲得
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ぱど成長戦略アクション（第3四半期）

高利益体質に向けて、
インフラ面から社員の生産性向上
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業績推移と今期予想

業績回復＆中長期成長のための
土台構築を行う

（今期予想）
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備考

この資料に掲載されている業績見通し、その他今後の予測・戦略等に関わる情
報は、この資料の作成時点において、当社が合理的に入手可能な情報に基づき、
通常予測し得る範囲内で為した判断に基づくものです。

しかしながら、現実には、通常予測しえないような特別事情の発生または、通常
予測しえないような 結果の発生等により、本資料記載の業績見通しとは異なる
結果を生じ得るリスクを含んでおります。

当社と致しましては、投資家の皆様にとって重要と考えられるような情報につい
て、その積極的な開示に努めて参りますが、本資料記載の業績見通しのみに全面
的に依拠してご判断されることはくれぐれもお控えになられるようお願い致します。

尚、いかなる目的であれ、当資料を無断で複写複製、または転送等を行わないよ
うにお願い致します。


